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現
行

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

課
題

N
o

分
類

項
目

優
先

度
課

題
認

識

1
機

能
要

件
統

計
資

料
や

必

要
な

情
報

を
迅

速
か

つ
柔

軟
に

入
手

で
き

る
仕

組
み

必
須

・
国

等
か

ら
の

各
種

照
会

や
依

頼
の

ほ
か

、
月

例
の

収
入

報
告

作
成

等
さ

ま
ざ

ま
な

統
計

資
料

を
作

成
す

る
た

め
、

ま
た

本
県

に
お

け
る

税
業

務
（

例
え

ば
、

徴
収

業
務

等
）

を
効

率
よ

く
進

め
る

た
め

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
上

の
デ

ー
タ

を
そ

の
都

度
指

定
さ

れ
た

条
件

に
て

抽
出

・
加

工
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

電
算

担
当

職
員

に
対

し
て

B
Iツ

ー
ル

（
現

行
シ

ス
テ

ム
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
直

接
参

照
す

る
こ

と
が

可
能

ツ
ー

ル
）

が
提

供
さ

れ
て

い
る

。
B

Iツ
ー

ル
で

利
用

す
る

S
Q

L
文

は
、

維
持

管
理

業
務

に
お

け
る

作
業

の
一

部
と

し
て

用
意

さ
れ

、
そ

の
S

Q
L

文
を

電
算

担
当

職
員

が
実

行
す

る
と

い
う

形
で

利
用

し
て

い
る

。

・
作

成
す

る
資

料
は

、
制

度
改

正
等

に
あ

わ
せ

て
適

宜
内

容
を

変
更

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
変

更
の

必
要

が
発

生
し

た
都

度
、

維
持

管
理

業
務

内
で

作
成

内
容

の
見

直
し

を
行

う
よ

う
に

し
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
多

く
の

要
望

や
各

種
依

頼
へ

の
対

応
を

行
っ

て
き

た
が

、
今

後
は

さ
ら

に
デ

ー
タ

抽
出

の
利

便
性

を
高

め
た

い
と

考
え

て
い

る
。

2
機

能
要

件
イ

ン
シ

デ
ン

ト

発
生

を
抑

制
す

る
シ

ス
テ

ム

優
先

・
シ

ス
テ

ム
の

利
用

に
あ

た
り

、
個

人
情

報
の

漏
洩

や
、

情
報

の
棄

損
・

滅
失

、
処

理
の

誤
り

（
入

力
デ

ー
タ

の
誤

り
）

等
、

さ
ま

ざ
ま

な
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

発
生

を
想

定
し

て
い

る
。

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
原

因
と

し
て

シ
ス

テ
ム

上
の

不
具

合
と

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

と
が

あ
り

、
前

者
に

つ
い

て
は

シ
ス

テ
ム

の
機

能
改

修
等

で
根

本
解

決
を

目
指

し
、

後
者

に
つ

い
て

は
発

生
頻

度
を

低
減

す
る

仕
組

み
を

導
入

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
有

効
な

イ
ン

シ
デ

ン
ト

発
生

抑
制

の
仕

組
み

を
検

討
し

、
可

能
な

も
の

は
機

能
と

し
て

導
入

す
る

必
要

が
あ

る
。

3
機

能
要

件
デ

ー
タ

モ
デ

ル

の
検

討

必
須

・
現

行
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
デ

ー
タ

モ
デ

ル
は

、
開

発
時

の
本

県
に

お
け

る
税

業
務

を
ベ

ー
ス

と
し

て
策

定
し

た
も

の
で

あ
り

、
制

度
改

正
等

に
対

応
す

る
た

め
、

そ
の

都
度

最
低

限
の

修
正

の
み

を
反

映
さ

せ
る

形
で

対
応

を
行

っ
て

き
た

。

・
近

年
、

電
子

申
告

シ
ス

テ
ム

や
国

税
連

携
シ

ス
テ

ム
等

、
外

部
シ

ス
テ

ム
と

の
デ

ー
タ

連
携

を
行

う
た

め
、

デ
ー

タ
モ

デ
ル

内
に

お
け

る
デ

ー
タ

項
目

の
追

加
や

修
正

が
頻

繁
に

発
生

し
て

い
る

が
、

修
正

の
都

度
、

保
守

性
や

拡
張

性
が

低
下

す
る

と
と

も
に

、
修

正
の

難
易

度
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

・
さ

ら
に

、
デ

ジ
タ

ル
庁

か
ら

「
デ

ー
タ

要
件

・
連

携
要

件
の

標
準

仕
様

　
0
1
6
 地

方
税

（
共

通
）

」
が

公
開

さ
れ

る
な

ど
、

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

が
進

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
数

年
後

に
は

、
国

や
他

の
自

治
体

等
と

、
こ

の
デ

ー
タ

モ
デ

ル
に

準
じ

た
デ

ー
タ

項
目

に
よ

る
デ

ー
タ

連
携

を
行

う
必

要
が

あ
る

と
想

定
し

て
い

る
が

、
現

行
の

デ
ー

タ
モ

デ
ル

で
の

対
応

は
非

常
に

難
易

度
が

高
く

、
ま

た
大

規
模

な
改

修
が

必
要

に
な

る
と

想
定

し
て

い
る

。

4
機

能
要

件
文

字
セ

ッ
ト

と

文
字

コ
ー

ド

（
外

字
対

応
）

優
先

・
現

行
シ

ス
テ

ム
は

文
字

セ
ッ

ト
と

し
て

「
JI

S
X

0
2
0
8
」

、
文

字
コ

ー
ド

と
し

て
「

E
U

C
-J

P
」

を
ベ

ー
ス

と
し

て
構

築
を

行
っ

て
お

り
、

文
字

セ
ッ

ト
に

含
ま

れ
な

い
人

名
等

の
漢

字
に

つ
い

て
は

、
外

字
と

し
て

最
大

1
,8

8
0
文

字
を

登
録

可
能

な
形

で
運

用
を

行
っ

て
い

る
。

・
ま

た
、

登
録

さ
れ

た
外

字
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

用
端

末
に

向
け

て
毎

日
配

信
処

理
を

行
う

こ
と

で
、

全
端

末
上

で
表

示
、

印
刷

が
可

能
な

構
成

と
し

て
い

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
庁

か
ら

「
デ

ー
タ

要
件

・
連

携
要

件
標

準
仕

様
書

　
総

論
」

が
公

開
さ

れ
、

そ
の

中
で

文
字

要
件

が
示

さ
れ

る
と

と
も

に
、

標
準

準
拠

シ
ス

テ
ム

で
の

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
デ

ー
タ

連
携

等
を

行
う

う
え

で
こ

れ
ら

の
要

件
へ

の
対

応
が

将
来

的
に

求
め

ら
れ

る
も

の
と

想
定

さ
れ

る
。
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現
行

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

課
題

N
o

分
類

項
目

優
先

度
課

題
認

識

5
機

能
要

件
利

用
者

権
限

と

ア
カ

ウ
ン

ト
管

理

通
常

・
税

業
務

で
は

非
常

に
機

密
性

の
高

い
情

報
を

扱
う

た
め

、
利

用
者

が
ア

ク
セ

ス
で

き
る

情
報

に
つ

い
て

は
当

該
利

用
者

の
権

限
に

応
じ

て
き

め
細

か
な

制
限

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

各
県

税
事

務
所

に
お

け
る

業
務

担
当

（
課

税
担

当
、

納
税

担
当

等
）

に
よ

る
利

用
者

権
限

の
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、

各
利

用
者

ア
カ

ウ
ン

ト
を

所
属

す
る

グ
ル

ー
プ

へ
割

り
当

て
る

こ
と

で
権

限
の

管
理

を
実

施
し

て
い

る
。

・
制

限
を

多
く

す
る

と
管

理
負

荷
が

増
大

し
た

り
、

必
要

な
情

報
を

閲
覧

で
き

な
か

っ
た

り
と

い
っ

た
業

務
負

荷
が

発
生

す
る

た
め

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
と

利
便

性
の

バ
ラ

ン
ス

が
取

れ
た

利
用

者
権

限
と

ア
カ

ウ
ン

ト
管

理
の

仕
組

み
が

求
め

ら
れ

る
。

6
機

能
要

件
年

間
ス

ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
月

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

通
常

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

業
務

の
効

率
化

、
業

務
の

抜
け

・
漏

れ
等

の
防

止
等

の
た

め
、

税
目

毎
に

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
月

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

作
成

し
て

い
る

。
月

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
2
か

月
先

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

作
成

し
、

毎
月

各
県

税
事

務
所

へ
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
抜

け
漏

れ
の

防
止

や
適

正
な

業
務

計
画

立
案

の
た

め
、

同
等

の
運

用
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

7
機

能
要

件
移

行
方

法
優

先
・

現
行

シ
ス

テ
ム

か
ら

次
期

シ
ス

テ
ム

へ
の

移
行

に
お

い
て

、
操

作
方

法
や

運
用

方
法

が
大

き
く

変
更

と
な

る
場

合
は

、
利

用
者

に
対

し
て

十
分

な
操

作
習

熟

期
間

を
設

け
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

・
シ

ス
テ

ム
移

行
方

法
と

し
て

、
現

行
シ

ス
テ

ム
か

ら
次

期
シ

ス
テ

ム
へ

と
一

気
に

移
行

す
る

方
法

や
、

現
行

シ
ス

テ
ム

と
次

期
シ

ス
テ

ム
を

並
行

稼
働

さ
せ

た
う

え
で

、
段

階
的

に
シ

ス
テ

ム
移

行
を

行
う

方
法

が
あ

る
が

、
前

者
は

正
常

に
移

行
で

き
な

か
っ

た
場

合
の

リ
ス

ク
が

大
き

い
こ

と
や

、
段

階
的

に
操

作
に

慣
れ

る
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

が
難

し
い

な
ど

の
理

由
に

よ
り

、
後

者
の

移
行

方
法

が
優

れ
て

い
る

と
考

え
て

い
る

。

・
一

方
で

、
並

行
稼

働
を

さ
せ

て
い

る
期

間
中

は
現

行
シ

ス
テ

ム
と

次
期

シ
ス

テ
ム

の
双

方
に

デ
ー

タ
を

入
力

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
、

新
旧

の
専

用
端

末
等

を
並

行
し

て
稼

働
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
、

並
行

稼
働

期
間

が
長

期
化

す
る

と
デ

ー
タ

の
不

整
合

が
発

生
し

て
し

ま
う

恐
れ

が
あ

る
こ

と
等

の
リ

ス
ク

も
あ

り
、

実
現

可
能

か
つ

リ
ス

ク
の

低
い

移
行

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

8
機

能
要

件
デ

ー
タ

の
保

護

機
能

と
強

制
修

正

通
常

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

扱
う

デ
ー

タ
（

例
え

ば
、

課
税

デ
ー

タ
、

収
納

デ
ー

タ
等

）
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

連
続

し
た

処
理

を
行

う
必

要
が

あ
る

た
め

、
デ

ー
タ

に

よ
っ

て
は

入
力

後
一

定
の

変
更

可
能

期
間

を
経

て
、

こ
の

期
間

を
過

ぎ
る

と
利

用
者

側
か

ら
の

変
更

が
で

き
な

く
な

る
よ

う
な

保
護

機
能

が
実

装
さ

れ
て

い

る
。

保
護

機
能

は
デ

ー
タ

の
整

合
性

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
が

、
利

用
者

側
の

操
作

ミ
ス

（
誤

っ
て

デ
ー

タ
を

修
正

し
て

し
ま

う
）

等
を

防
ぐ

効
果

も
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

・
一

方
で

、
保

護
さ

れ
た

デ
ー

タ
は

利
用

者
側

で
修

正
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
る

た
め

、
ど

う
し

て
も

修
正

が
必

要
な

場
合

は
、

別
途

契
約

し
て

い
る

維
持

管
理

業
務

に
お

い
て

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

操
作

等
の

作
業

依
頼

を
行

う
こ

と
で

対
応

し
て

お
り

、
ど

の
程

度
制

限
す

る
か

を
あ

ら
た

め
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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9
機

能
要

件
操

作
マ

ニ
ュ

ア

ル

優
先

・
現

行
シ

ス
テ

ム
は

、
本

県
に

お
け

る
県

税
業

務
全

般
を

総
合

的
に

管
理

、
支

援
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

で
す

が
、

操
作

方
法

等
の

利
用

者
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

各
税

目
に

お
け

る
電

算
事

務
処

理
要

領
（

各
税

目
に

お
け

る
そ

れ
ぞ

れ
の

業
務

を
実

施
す

る
た

め
の

運
用

要
領

）
内

に
操

作
方

法
を

記
載

し
て

い
る

。

・
し

か
し

、
電

算
事

務
処

理
要

領
は

業
務

の
流

れ
を

ベ
ー

ス
と

し
た

資
料

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
利

用
者

は
シ

ス
テ

ム
の

詳
細

な
操

作
方

法
（

特
に

、
エ

ラ
ー

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

そ
の

対
応

方
法

等
）

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
ま

た
、

電
算

事
務

処
理

要
領

の
修

正
は

利
用

者
側

で
実

施
し

て
い

ま
す

が
、

現
行

シ
ス

テ
ム

の
修

正
履

歴
が

確
認

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
シ

ス
テ

ム
の

修
正

を
す

べ
て

電
算

事
務

処
理

要
領

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

が
困

難
な

状
況

で
あ

る
。

・
こ

の
た

め
、

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

用
語

等
の

説
明

や
修

正
履

歴
等

を
記

載
し

た
利

用
者

向
け

の
操

作
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
0

機
能

要
件

毎
日

の
バ

ッ
チ

処
理

や
機

能
改

修
を

ス
ム

ー
ズ

に
実

施
で

き
る

シ
ス

テ
ム

優
先

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

日
々

の
オ

ン
ラ

イ
ン

業
務

後
、

月
例

作
業

等
に

か
か

る
夜

間
作

業
と

し
て

バ
ッ

チ
処

理
を

実
施

し
て

い
ま

す
が

、
バ

ッ
チ

処
理

中
に

エ
ラ

ー
が

出
た

場
合

、
エ

ラ
ー

の
原

因
調

査
、

リ
カ

バ
リ

処
理

、
エ

ラ
ー

以
降

の
バ

ッ
チ

処
理

の
継

続
実

施
な

ど
に

よ
り

、
バ

ッ
チ

終
了

時
刻

が
後

倒
し

に
な

る
事

態
が

し
ば

し
ば

発
生

し
て

い
る

。

・
そ

の
た

め
、

現
行

シ
ス

テ
ム

で
は

、
当

日
夜

間
に

実
施

す
る

バ
ッ

チ
処

理
に

お
け

る
エ

ラ
ー

の
早

期
発

見
や

、
エ

ラ
ー

が
発

生
し

た
場

合
の

リ
カ

バ
リ

時
間

確
保

の
た

め
、

本
番

環
境

と
は

別
に

リ
ハ

ー
サ

ル
環

境
を

構
築

し
バ

ッ
チ

処
理

の
リ

ハ
ー

サ
ル

処
理

を
行

っ
て

い
る

。

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
リ

ハ
ー

サ
ル

環
境

の
ほ

か
、

機
能

改
修

等
の

テ
ス

ト
を

行
う

た
め

の
テ

ス
ト

環
境

や
、

本
番

環
境

が
何

ら
か

の
理

由
で

利
用

で
き

な
く

な
っ

た
際

に
利

用
す

る
待

機
系

も
あ

ら
か

じ
め

準
備

さ
れ

て
お

り
、

次
期

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

も
用

途
に

応
じ

て
複

数
の

動
作

環
境

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

1
1

機
能

要
件

情
報

の
更

新
方

法

通
常

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

あ
て

名
や

住
所

等
、

日
々

更
新

が
さ

れ
る

情
報

に
つ

い
て

、
同

一
人

物
（

同
一

法
人

）
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
デ

ー
タ

の
不

一
致

が
あ

る
デ

ー
タ

や
何

年
も

更
新

が
さ

れ
て

い
な

い
デ

ー
タ

が
存

在
し

て
お

り
、

必
要

の
都

度
修

正
を

行
っ

て
い

る
が

、
1
件

ず
つ

し
か

修
正

で
き

な
い

と
い

っ
た

操
作

上
の

問
題

や
、

修
正

す
る

際
の

手
続

き
上

の
問

題
（

申
請

内
容

と
は

異
な

る
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
そ

の
ま

ま
修

正
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
）

な
ど

が
あ

る
た

め
、

効
率

よ
く

修
正

し
て

い
く

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。

・
こ

の
た

め
、

他
自

治
体

や
電

子
申

告
シ

ス
テ

ム
、

国
税

連
携

シ
ス

テ
ム

等
の

外
部

シ
ス

テ
ム

か
ら

デ
ー

タ
連

携
に

よ
り

入
手

し
た

デ
ー

タ
を

効
率

よ
く

取
り

込
む

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

（
例

え
ば

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
情

報
の

取
り

込
み

や
紐

づ
け

な
ど

が
実

施
で

き
て

い
な

い
。

）

・
こ

の
こ

と
か

ら
、

日
々

更
新

が
さ

れ
る

情
報

に
つ

い
て

、
操

作
上

も
制

度
上

も
問

題
な

く
、

か
つ

効
率

よ
く

情
報

の
更

新
が

可
能

な
方

法
を

導
入

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
2

機
能

要
件

あ
て

名
の

管
理

必
須

・
現

行
シ

ス
テ

ム
は

、
同

一
個

人
（

法
人

）
で

あ
っ

て
も

、
あ

て
名

情
報

を
税

目
単

位
で

複
数

保
持

で
き

、
ま

た
そ

の
情

報
に

不
一

致
が

あ
っ

て
も

問
題

な
く

運
用

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

・
こ

の
た

め
、

現
行

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

は
あ

て
名

情
報

（
納

税
者

の
属

人
情

報
）

を
管

理
す

る
た

め
の

機
能

と
し

て
名

寄
せ

機
能

（
あ

て
名

統
合

機
能

）
を

備
え

て
い

る
が

、
今

後
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

と
の

情
報

連
携

を
前

提
と

し
た

よ
り

高
度

な
運

用
を

行
う

場
合

に
は

、
膨

大
な

あ
て

名
情

報
に

対
す

る
正

確
な

デ
ー

タ
ク

レ
ン

ジ
ン

グ
を

行
う

必
要

が
あ

り
、

ま
た

、
そ

れ
ら

の
作

業
の

実
施

に
は

相
当

な
業

務
負

荷
が

発
生

す
る

と
想

定
し

て
い

る
。



別
紙

2
　

現
行

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

課
題

N
o

分
類

項
目

優
先

度
課

題
認

識

1
3

機
能

要
件

本
県

の
税

業
務

に
お

け
る

抜
本

的
な

見
直

し
に

よ
る

効
率

化

優
先

・
現

行
シ

ス
テ

ム
は

、
構

築
時

点
の

税
業

務
を

ベ
ー

ス
と

し
て

構
築

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
（

紙
ベ

ー
ス

の
様

式
が

ベ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
シ

ス
テ

ム
）

で
あ

り
、

デ
ー

タ
の

入
出

力
な

ど
は

紙
の

申
請

様
式

を
前

提
と

し
た

シ
ス

テ
ム

と
な

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

普
及

や
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
の

導
入

な

ど
、

外
部

環
境

が
大

き
く

変
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

税
業

務
を

抜
本

的
に

見
直

す
こ

と
で

、
業

務
を

大
き

く
効

率
化

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
し

か
し

、
業

務
の

見
直

し
に

当
た

っ
て

は
、

個
人

情
報

の
保

護
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

上
の

問
題

、
関

係
法

令
等

に
よ

る
各

種
規

定
等

に
つ

い
て

も
十

分
考

慮
し

て
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

1
4

機
能

要
件

シ
ス

テ
ム

稼
働

時
間

通
常

・
現

行
シ

ス
テ

ム
の

オ
ン

ラ
イ

ン
稼

働
時

間
は

開
庁

日
の

8
:3

0
か

ら
1
7
:1

5
ま

で
と

し
て

い
る

が
、

必
要

に
応

じ
て

稼
働

時
間

の
延

長
を

実
施

し
て

い
る

（
具

体

例
と

し
て

、
繁

忙
期

に
お

け
る

課
税

情
報

等
の

入
力

作
業

時
間

の
確

保
の

た
め

の
終

了
時

刻
の

延
長

（
2
0
:0

0
ま

で
）

ま
た

は
閉

庁
日

（
土

日
祝

）
の

稼
働

や
、

配
信

帳
票

を
業

務
開

始
時

刻
（

8
:3

0
）

ま
で

に
印

刷
す

る
た

め
の

開
始

時
刻

の
前

倒
し

等
）

。

・
こ

れ
ら

稼
働

時
間

の
延

長
に

つ
い

て
は

、
現

行
シ

ス
テ

ム
が

オ
ン

プ
レ

ミ
ス

の
シ

ス
テ

ム
で

あ
り

、
か

つ
維

持
管

理
業

務
に

お
け

る
運

用
管

理
S

E
が

常
駐

し

て
い

る
こ

と
な

ど
環

境
が

整
っ

て
い

る
た

め
実

現
で

き
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
が

、
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

可
能

な
限

り
現

行
シ

ス
テ

ム
と

同
様

の
運

用
を

行
い

た
い

と
考

え
て

い
る

。

1
5

非
機

能
要

件

機
器

の
所

有
通

常
・

現
行

シ
ス

テ
ム

は
、

U
N

IX
サ

ー
バ

2
台

、
W

in
d

o
w

s
サ

ー
バ

4
台

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
端

末
約

3
5
0
台

、
そ

の
他

機
器

に
て

運
用

を
行

っ
て

お
り

、
特

に
U

N
IX

サ
ー

バ
に

つ
い

て
は

、
S

P
A

R
C

版
S

o
la

ri
s
に

て
運

用
を

行
っ

て
い

る
が

、
当

該
U

N
IX

サ
ー

バ
に

つ
い

て
は

、
現

行
機

器
の

リ
ー

ス
終

期
で

あ
る

令
和

1
2
年

9
月

時
点

で
購

入
で

き
な

く
な

る
こ

と
が

発
表

さ
れ

て
い

る
。

・
さ

ら
に

、
情

報
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
「

所
有

」
か

ら
「

利
用

」
へ

と
潮

流
が

変
化

し
て

い
く

中
で

、
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
機

器
を

所
有

し
続

け
る

べ
き

か
否

か
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
6

非
機

能
要

件

他
シ

ス
テ

ム
連

携

必
須

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

他
シ

ス
テ

ム
と

の
デ

ー
タ

連
携

を
行

う
場

合
、

主
に

媒
体

（
U

S
B

メ
モ

リ
）

渡
し

に
よ

る
連

携
を

行
っ

て
い

る
が

、
運

用
上

の
手

間

が
発

生
し

て
い

る
ほ

か
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
連

携
が

で
き

な
い

と
い

っ
た

課
題

が
あ

る
。

・
ま

た
、

他
シ

ス
テ

ム
と

の
連

携
項

目
が

追
加

さ
れ

る
度

に
、

仕
様

変
更

の
た

め
少

な
く

な
い

工
数

に
よ

る
改

修
費

用
が

発
生

し
て

い
る

。

・
そ

の
た

め
、

A
P

I(
A

p
p

li
c
a
ti

o
n

 P
ro

g
ra

m
m

in
g
 I

n
te

rf
a
c
e
)の

整
備

や
、

汎
用

的
な

連
携

用
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

等
の

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ

る
。

1
7

非
機

能
要

件

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

と
外

部
保

管

必
須

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

毎
日

、
デ

ー
タ

の
フ

ル
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

複
数

の
デ

ィ
ス

ク
や

リ
ハ

ー
サ

ル
環

境
内

に
取

得
す

る
と

と
も

に
、

外
部

媒
体

へ
出

力
す

る
こ

と
で

、
遠

隔
地

保
管

に
つ

い
て

も
実

施
し

て
い

る
。

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
目

標
復

旧
時

間
（

R
T

O
：

R
e
c
o
ve

ry
 T

im
e
 O

b
je

c
ti

ve
）

や
、

目
標

復
旧

時
点

（
R

P
O

：
R

e
c
o
ve

ry
 P

o
in

t 
O

b
je

c
ti

ve
）

を
考

慮
し

た
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

仕
組

み
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。



別
紙

2
　

現
行

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

課
題

N
o

分
類

項
目

優
先

度
課

題
認

識

1
8

非
機

能
要

件

災
害

時
対

応

（
B

C
P

と
D

R
）

必
須

・
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
、

通
信

回
線

だ
け

で
な

く
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
と

し
て

電
源

等
の

供
給

が
停

止
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

、
そ

の
場

合
は

税
シ

ス
テ

ム
の

稼
働

が
困

難
に

な
る

が
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

が
復

旧
さ

れ
次

第
、

一
部

の
優

先
機

能
だ

け
で

も
復

旧
さ

せ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

B
C

P
（

B
u

si
n

e
s
s
 C

o
n

ti
n

u
it

y 
P

la
n

：
事

業
継

続
計

画
）

を
策

定
し

、
目

標
復

旧
時

点
（

R
P

O
：

R
e
c
o
ve

ry
 P

o
in

t 
O

b
je

c
ti

ve
）

や
目

標
復

旧
レ

ベ
ル

（
R

L
O

：
R

e
c
o
ve

ry
 L

e
ve

l 
O

b
je

c
ti

v
e
）

を
定

め
て

い
る

。

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
は

、
メ

イ
ン

サ
イ

ト
と

は
別

に
サ

ブ
サ

イ
ト

上
に

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

を
用

意
し

て
お

く
な

ど
の

D
R

（
D

is
a
st

e
r

R
e
c
o
ve

ry
）

対
策

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
が

、
一

方
で

災
害

の
規

模
や

復
旧

費
用

に
応

じ
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

業
務

の
範

囲

に
つ

い
て

も
整

理
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。

1
9

非
機

能
要

件

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

必
須

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

と
し

て
、

税
務

専
用

端
末

を
用

意
し

、
IC

カ
ー

ド
に

よ
る

職
員

認
証

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
利

用
者

以
外

が
現

行
シ

ス
テ

ム
を

利
用

で
き

な
い

よ
う

、
厳

密
な

ユ
ー

ザ
管

理
等

を
実

施
し

て
い

る
。

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
現

行
シ

ス
テ

ム
と

同
様

に
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

等
の

要
配

慮
個

人
情

報
等

を
扱

う
た

め
、

関
係

法
令

や
各

種
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

に
定

め
ら

れ
て

い
る

各
種

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
0

非
機

能
要

件

性
能

要
件

と
拡

張
性

優
先

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

は
現

行
シ

ス
テ

ム
と

同
等

の
処

理
速

度
等

を
求

め
て

い
る

が
、

調
達

仕
様

と
し

て
処

理
速

度
や

応
答

速
度

等
の

性
能

要
件

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
ま

た
、

運
用

期
間

中
に

お
け

る
外

部
環

境
の

変
化

等
に

よ
り

性
能

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
出

て
き

た
場

合
の

拡
張

性
に

つ
い

て
、

調
達

仕
様

と
し

て
ど

の
よ

う
な

項
目

で
ど

の
程

度
の

拡
張

が
可

能
か

を
要

件
と

し
て

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
1

非
機

能
要

件

運
用

に
お

け
る

専
門

性
の

回
避

優
先

・
現

行
シ

ス
テ

ム
の

運
用

に
お

い
て

、
三

重
県

側
の

職
員

は
人

事
異

動
に

よ
り

数
年

で
交

代
す

る
た

め
、

シ
ス

テ
ム

に
精

通
し

た
人

材
を

継
続

し
て

確
保

す
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

に
あ

る
。

・
加

え
て

、
維

持
管

理
業

務
委

託
等

の
受

託
事

業
者

側
の

人
材

に
つ

い
て

も
、

現
在

は
現

行
シ

ス
テ

ム
に

精
通

し
た

職
員

が
業

務
に

携
わ

っ
て

い
る

も
の

の
、

そ
の

よ
う

な
人

材
を

将
来

に
わ

た
っ

て
永

続
的

に
確

保
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

た
め

、
属

人
的

な
知

識
や

技
術

に
頼

ら
な

い
シ

ス
テ

ム
運

用
が

求
め

ら
れ

る
。

2
2

非
機

能
要

件

地
元

事
業

者
と

の
業

務
連

携

優
先

・
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
、

シ
ス

テ
ム

構
築

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

業
務

の
ほ

か
、

維
持

管
理

業
務

や
仕

様
変

更
（

プ
ロ

グ
ラ

ム
改

修
）

業
務

等
に

お
い

て
、

受
託

事
業

者
と

三
重

県
内

の
協

力
事

業
者

（
地

元
事

業
者

）
が

連
携

し
て

業
務

を
実

施
し

て
い

る
。

・
特

に
、

維
持

管
理

業
務

や
仕

様
変

更
等

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
改

修
業

務
に

お
い

て
は

、
常

駐
す

る
地

元
事

業
者

の
S

E
が

実
働

を
担

い
、

現
行

シ
ス

テ
ム

の

運
用

開
始

以
降

、
長

期
間

に
渡

り
メ

ン
バ

ー
を

固
定

す
る

と
と

も
に

、
後

進
の

育
成

に
も

配
慮

し
絶

え
間

な
い

技
術

の
継

承
を

行
う

こ
と

で
、

安
定

運
用

を
実

現
し

て
い

る
。

・
ま

た
、

障
害

や
不

具
合

等
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

発
生

時
の

ほ
か

、
税

制
改

正
等

に
対

応
す

る
た

め
の

仕
様

変
更

に
お

け
る

県
側

と
の

協
議

に
あ

た
っ

て
も

、
蓄

積
さ

れ
た

豊
富

な
知

識
・

情
報

に
基

づ
き

、
常

駐
S

E
に

よ
る

迅
速

な
対

応
が

行
わ

れ
て

い
る

。

・
次

期
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

、
長

期
的

な
安

定
運

用
を

実
現

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
3

外
部

環
境

の
変

化

共
通

仕
様

へ
の

対
応

優
先

・
市

町
村

に
お

け
る

基
幹

業
務

の
標

準
化

に
か

か
る

取
組

の
中

で
、

全
て

の
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
共

通
機

能
と

し
て

「
申

請
管

理
機

能
」

「
庁

内
デ

ー
タ

連
携

機
能

」
「

住
登

外
者

 宛
名

番
号

管
理

機
能

」
「

団
体

内
統

合
宛

名
機

能
」

「
Ｅ

Ｕ
Ｃ

機
能

」
「

統
合

収
納

管
理

機
能

・
統

合
滞

納
管

理
機

能
」

な
ど

へ
の

対
応

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
次

期
シ

ス
テ

ム
の

設
計

・
構

築
業

務
を

実
施

す
る

頃
に

は
、

事
実

上
の

標
準

機
能

と
し

て
対

応
が

求
め

ら
れ

る
と

想
定

し
て

い
る

。



別
紙

2
　

現
行

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

課
題

N
o

分
類

項
目

優
先

度
課

題
認

識

2
4

外
部

環
境

の
変

化

基
幹

業
務

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

対
応

優
先

・
現

在
、

地
方

公
共

団
体

の
基

幹
業

務
に

お
い

て
、

標
準

仕
様

に
基

づ
く

シ
ス

テ
ム

改
修

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
市

町
村

に
お

け
る

税
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

標
準

仕
様

が
提

示
さ

れ
、

対
応

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

数
年

後
に

は
標

準
化

後
の

市
町

村
税

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
新

た
な

取
組

み
と

し
て

、
自

治
体

間
で

住
民

の
異

動
等

に
関

し
て

こ
れ

ま
で

以
上

に
緊

密
な

デ
ー

タ
連

携
が

実
現

す
る

と
想

定
さ

れ
る

。

・
都

道
府

県
の

税
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
も

同
様

の
仕

組
み

の
構

築
等

が
必

要
に

な
っ

て
く

る
と

想
定

さ
れ

る
が

、
現

時
点

で
具

体
的

な
標

準
仕

様
や

標
準

化
の

計
画

等
が

示
さ

れ
て

お
ら

ず
、

見
通

し
が

つ
か

な
い

状
況

に
あ

る
。

2
5

外
部

環
境

の
変

化

ガ
バ

メ
ン

ト
ク

ラ
ウ

ド
の

利
用

通
常

・
本

県
に

お
い

て
も

令
和

7
年

度
に

ガ
バ

メ
ン

ト
ク

ラ
ウ

ド
上

の
リ

ソ
ー

ス
が

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

予
定

で
あ

る
た

め
、

Ia
a
S

（
In

fr
a
st

ru
c
tu

re
 a

s 
a

S
e
rv

ic
e
）

と
し

て
の

ク
ラ

ウ
ド

環
境

の
利

用
を

選
択

肢
と

し
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
6

外
部

環
境

の
変

化

共
同

利
用

通
常

・
次

期
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

に
あ

た
り

、
直

近
で

開
発

実
績

の
あ

る
都

道
府

県
用

税
シ

ス
テ

ム
を

ベ
ー

ス
と

し
て

開
発

を
行

う
形

に
な

る
と

想
定

し
て

い
ま

す
が

、
都

道
府

県
の

人
口

規
模

等
は

さ
ま

ざ
ま

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

既
存

の
シ

ス
テ

ム
ご

と
に

機
能

や
運

用
に

大
き

な
違

い
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

・
一

方
で

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
し

や
す

く
な

っ
て

き
た

こ
と

に
よ

り
、

今
後

、
各

自
治

体
で

共
通

す
る

業
務

シ
ス

テ
ム

は
複

数
の

団
体

に
よ

る
共

同
利

用
が

進
ん

で
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

・
し

か
し

、
共

同
利

用
を

行
う

場
合

、
現

行
シ

ス
テ

ム
か

ら
新

シ
ス

テ
ム

へ
の

移
行

作
業

だ
け

で
な

く
、

利
用

す
る

団
体

間
で

の
仕

様
の

す
り

合
わ

せ
等

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
し

て
い

る
た

め
、

単
独

で
の

再
構

築
よ

り
も

構
築

期
間

が
長

く
な

り
、

担
当

職
員

の
業

務
負

荷
も

増
大

す
る

こ
と

も
懸

念
さ

れ

る
。

※
優

先
度

　
必

須
：

総
合

税
シ

ス
テ

ム
再

構
築

業
務

の
仕

様
と

し
て

必
須

と
す

る
項

目

　
　

　
　

　
優

先
：

本
委

託
業

務
に

お
い

て
検

討
し

た
う

え
で

、
総

合
税

シ
ス

テ
ム

再
構

築
業

務
の

仕
様

と
し

て
優

先
的

に
反

映
さ

せ
た

い
項

目

　
　

　
　

　
通

常
：

本
委

託
業

務
に

お
け

る
検

討
は

必
ず

し
も

必
要

で
は

な
い

が
、

追
加

で
検

討
い

た
だ

き
た

い
項

目

※
本

委
託

業
務

で
検

討
し

た
項

目
に

つ
い

て
は

、
シ

ス
テ

ム
再

構
築

に
係

る
調

達
仕

様
書

へ
反

映
す

る
こ

と
。

な
お

、
検

討
を

行
っ

た
が

、
調

達
仕

様
書

へ
の

反
映

を
し

な
か

っ
た

項
目

に
つ

い
て

も
、

　
基

本
計

画
書

等
に

反
映

す
る

ほ
か

、
別

途
報

告
書

等
に

取
り

ま
と

め
る

こ
と

。


